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公 文 書 館 の 概 要 

 

１ 設置の目的 

 公文書館は、歴史資料として重要な県の公文書、その他の記録などを保存し、また、その調査・

研究を行い、さらにこれらの歴史資料を広く県民の利用に供するとともに、県政に関する情報を

提供し、文化の向上と開かれた県政を推進することを目的としている。 

 

２ 機  能 

（１）公文書の収集・整理・保存 

 鳥取県公文書等の管理に関する条例に基づき、歴史公文書等を引き継ぎ、特定歴史公文書等

として整理・保存している。 

 

（２）公文書・行政資料などの利用 

 公文書は所定の手続により閲覧できる。また、行政資料・統計資料は開架方式で閲覧室に配

架されており、自由に閲覧できる。 

 

（３）統計相談 

 国及び都道府県の作成した各種の統計書を収集・配架し、閲覧に供するとともに、統計相談

の窓口として一般からの相談に対応している。 

 

（４）県史編さん 

新鳥取県史編さんに係る調査研究及び資料集の刊行などを行っている。 

 

３ 組 織（平成２４年４月１日現在） 

館   長 

 
 

公文書担当 

参   事 

 
  副 主 幹 １ 

 
 非常勤職員 １ 

 

 
 

 
総括専門員 

  副 主 幹 １ 
 

   非常勤職員 ４ 

 

 

県史編さん室 

室   長 

 
 専 門 員 ４ 
 

 
主 事 １ 

  
非常勤職員 ４ 

  
 

 

４ 予 算 
 

事  業  名 
平成２４年度 

当初予算額 
平成２３年度 

当初予算額 
平成２２年度 

当初予算額 
公文書館体制整備検討事業 － －  １，２９９ 

新鳥取県史編さん事業 ３１，０８１  ３８，２４７  ３４，２１９ 

親しまれる公文書館推進事業 １，７０５   １，４０５ ２，０７８ 

歴史資料保存事業 ４，９２３   ６，４９２ ６，４８３ 
公文書収集利用促進費 ８，１０４ ７，９７３ ８，６０３ 

公文書館運営費 １３，４６０  １２，０１４ １２，１５４ 

合   計 ５９，２７３   ６６，１３１ ６４，８３６ 
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５ 平成２４年度事業計画 
 

〔公文書担当〕 

 
（１）鳥取県公文書等の管理に関する条例への対応 

  ア 実施機関が作成した歴史公文書等について､保存年限満了後すみやかに当館へ引き継ぐ。 

  イ 引き継がれた簿冊について､可能な限り早期に利用制限情報に関する審査を行う。 

  ウ 所蔵簿冊の点検を行い簿冊目録の整備を図る。 

エ 電子文書の引継･公開方法を検討･確立するとともに所蔵する公文書等や電子文書に対応

した管理･検索システムを整備する。 

オ 書庫の狭あい化に備えて、書庫スペースの確保について検討を進める。 

 

 

（２）整理･保存 

  ア 中性紙保存箱への装てん 

簿冊（公文書綴）の劣化を防止する目的で、中性紙製の保存箱に装てんする。 

 

イ 簿冊（公文書綴）の補修 

劣化･破損の著しい公文書綴や寄贈を受けた貴重資料を脱酸、裏打ち、漉き嵌め（リーフ

キャスティング）等で補修する。 

 

ウ 写真の電子化及び印画紙焼付け 

  利用度の高いものから順次電子化を行う。原板（ネガ等）は専用フォルダに収納する

とともに、電子化されたデータを印画紙焼付け（Ｌ版）にして整理･目録化する。 

 

エ 複製本の作成 

  類縁機関からマイクロフィルム撮影によって収集した資料を複製本化する。 

 

 

（３）利用促進、普及･啓発 

ア 公文書館の事業概要等を掲載した『鳥取県立公文書館報』第２２号を作成し、当館ホー

ムページで公開する。 

 

イ 常設展 

一階ロビーの「展示コーナー」において、公文書館が所蔵する資料を活用して、県政１

４０年を紹介する「鳥取県のあゆみ」を常設展示する。また、調査研究の成果をタイムリ

ーに紹介する小企画展を行う。 

 

ウ 企画展 

○ 企画展：「アーカイブズの世界Ⅴ」（仮称） 

            （会期：平成２４年６月１９日～８月６日［予定］）     

○ 特別企画展：「掘り起こされた県政写真」（仮称） 

            （会期：平成２５年２月～３月）［会期未定］） 

 

エ こちら「夏休み自由研究」協力隊 

      夏季休業中の自由研究で「鳥取県政の歴史」を研究してみようと考えている小学生、中

学生を対象に、館蔵資料を提供・指導助言を行って作品作りを行わせる。（８月） 
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オ 記録資料を読む会（第２回） 

    当館所蔵の公文書をテキストとして読みながら解説を加えていくことで、公文書の重要

性を理解していただく。（７月） 

 

カ 小・中・高等学校の「総合的な学習の時間」との連携事業（第１回） 

体験学習や地域との連携を重視する「総合的な学習の時間」をより有効に活用してもら

うため、小・中・高等学校に出向き、当館所蔵資料を利用して各校の歴史や当該地域出身

の偉人、県政のあゆみ等の出前講座を行う。（対応は随時） 

 

キ 公文書館探検隊 

公民館、老人会、学校等の団体見学者を募集して、公文書の保存状況や常設展示の説

明、館の利用方法などを説明する。（対応は随時） 

 

ク 公文書等資料保存連絡会 

    公文書の保存に関する啓発と情報交換を行うため、市町村職員等を対象として連絡会を

開催する。（７月） 

 

 

〔県史編さん室〕 

 
（１）新鳥取県史編さん委員会等の運営 

新鳥取県史編さん委員会及び専門部会(考古、古代中世、近世、近代、現代、民俗)を開催

し、編さん事業の方針について審議する。 

 

（２）調査研究 

『鳥取県史』（昭和３８～５７年度）以後の発見や研究の発展のあった事項、また十分に

取り上げられていない事項を調査研究する。 

 

（３）県史ブックレット・調査報告書の刊行 

県史ブックレット 

 考古分野、古代中世分野、近代分野、民俗分野で各１冊、計４冊刊行予定。 

調査報告書 

  『古郡家１号墳・六部山３号墳の研究―出土品整理報告書―』 

 

（４）普及事業 

事業の成果を分かり易く提供する。 

ア 出前講座等の開催 

イ ホームページでの情報発信



 - 4 - 

平成２３年度事業概要 
 
〔公文書担当〕 
 
１ 公文書等の所蔵･収集状況（平成２４年３月３１日現在） 
 
（１）公 文 書 

 

引継冊数 H22年度まで H23年度 合計

永年保存文書 30,687 0 30,687

有期限保存文書 10,828 292 11,120

永年保存文書 1,581 0 1,581

有期限保存文書 1,181 57 1,238

永年保存文書 32,268 0 32,268

有期限保存文書 12,009 349 12,358

永年保存文書 2,089 0 2,089

有期限保存文書 513 0 513

永年保存文書 266 0 266

有期限保存文書 9 0 9

永年保存文書 0 0 0

有期限保存文書 53 59 112

永年保存文書 431 0 431

有期限保存文書 3 0 3

県議会 永年保存文書 605 0 605

警察本部 永年保存文書 131 0 131

永年保存文書 35,790 0 35,790

有期限保存文書 12,587 408 12,995

48,377 408 48,785

小　　計

知
事
部
局

小　　計

区　　分

本　　庁

地方機関

合　　　計

教育委員会（本庁）

人事委員会

労働委員会

委
員
会
等

監査委員

 
 

※引継方針（実績） 

 ①  知事部局本庁の永年保存文書は、完結後２０年を経過したものを対象としていたが、平成２３

年１０月鳥取県公文書等の管理に関する条例の成立に伴い､永年区分の廃止が決定したため、平

成２３年度は引継ぎを行わなかった。 

② 知事部局本庁の有期限文書（１０年、５年保存）は、歴史資料として重要と判断したものを、

「鳥取県文書の整理、保管及び保存に関する規程」に基づき選別収集している。 

③ 知事部局地方機関については、平成７年度から全機関を対象として、知事部局本庁と同様の方

針で引継ぎを実施している。 

④ 委員会等については、教育委員会（平成８年度から）、人事委員会（平成１０年度から）、労

働委員会（平成１０年度から）、県議会（平成１０年度から）、監査委員（平成２２年度から）

知事部局本庁と同様の方針で引継ぎを実施している。 

⑤ 鳥取県警察本部については、現行警察制度以前（明治～昭和22年）の永年保存文書を平成１６

年度に引き継いでいる。 
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（２）マイクロフィルム 

                        

区     分       コ  マ  数 

欠落公文書の 

補 充 

県 内 市 町 村 関 係 ６３，６５４ 

島 根 県 関 係 ５８，１８１ 

福 島 県 移 住 関 係 １２，１４４ 

北 海 道 移 住 関 係 １８，７８９ 

国 立 公 文 書 館 ４７７ 

学 校 調 査 関 係 ５６９，６１５ 

そ の 他 ７，６４０ 

計 ７３０，５００ 

劣 化 公 文 書 ８５，３５５ 

県 史 編 纂 収 集 資 料 １０８，４９３ 

合    計 ９２４，３４８ 

 

 

（３）刊行物（行政資料に書籍を含む。）        （単位：冊） 

区　分 平成２２年度まで 平成２３年度まで

　行政資料 29,422 30,830

　統計資料 33,986 32,221

　合 計 63,408 63,051

　※ 館内規による廃棄を実施しているため、合計数が減少。

 
 

（４）古文書等 

県史編さん関係原文書             ３７９点 

寄贈資料           約１０，０００点 

 

（５）欠落公文書等の補充 

当館所蔵公文書等の不足部分を補充するため、他機関等が所蔵する公文書を複製収集している。 

 

収集したマイクロフィルムのコマ数一覧（単位：コマ） 

区   分 平成２２年度まで 平成２３年度 計 

県内市町村関係       ６３，６５４ ０     ６３，６５４ 

島 根 県 関 係       ５８，１８１ ０     ５８，１８１ 

福島県移住関係       １２，１４４ ０     １２，１４４ 

北海道移住関係       １８，７８９ ０     １８，７８９ 

国 立 公 文 書 館 ４７７ ０           ４７７ 

学 校 調 査 関 係     ５６９，６１５ ０   ５６９，６１５ 

そ の 他          ７，６４０ ０       ７，６４０ 

計 ７３０，５００     ０   ７３０，５００ 
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２ 保存・管理 
 
（１）簿冊（公文書綴）のマイクロフィルム撮影 

劣化の著しい簿冊の保存措置として、マイクロフィルムによる撮影を実施した。 

（撮影は平成10年度で終了） 

（単位：コマ） 

区   分 計 

撮 影 コ マ 数 ８５，３５５ 

 

（２）複製本の作成 

利用の便を図るため、保存するマイクロフィルムを順次複製本化している。 
 

ア 欠落公文書                             （単位：コマ、冊） 

区   分 平成２２年度まで 平成２３年度 計 

コマ数 ２８６，６３７ ２，０１８ ２８６，６３７ 

複製本作成数 １，１７３ １３ １，１８６ 
 

イ 劣化公文書                             （単位：コマ、冊） 

区   分 平成２１年度まで 平成２２年度 計 

コマ数 ４６，２１８ ０ ４６，２１８ 

複製本作成数 ２２６ ０ ２２６ 

※コマ数には、県史編纂収集マイクロフィルム分を含む。 

 

（３）中性紙保存箱への装てん 

簿冊（公文書綴）の劣化を防止する目的で、中性紙製の保存箱を発注して装てんしている。２３年度

は１３５冊分を発注した。２４年度に装てんを行う。 

 

（４）書庫の整理 

   簿冊管理の適正化と書庫スペースの効率的活用を図るため、簿冊排架位置の確定と書庫情報の付与を

行った。 

 

３ 利用状況 
 

（１）閲覧等の利用状況（一般） 

年度 利用者数（人） 
内  訳（人） 

写しの交付（枚） 
資料・展示閲覧 相談・案内 

平成１７年度 １１，９２４ １１，０８６ ８３８ １４，２０３ 

平成１８年度 ９，８７０ ９，２００ ６７０ １０，３３９ 

平成１９年度 １２，３６０ １１，６９１ ６６９ ５，１７２ 

平成２０年度 １３，７４８ １２，６８２ １，０６６ ８，９２３ 

平成２１年度 １２，５００ １１，００９ １，４９１ ８，０７９ 

平成２２年度 ９，４１９ ８，１４１ １，３７８ ８，０７９ 

平成２３年度 ７，４０３ ６，４８８ ９１５ １，８５０ 
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月別 利用者数 

内     訳 

資料・展示 

閲覧のみ 

相談・案内 

  資料・簿冊閲覧 写しの交付 

平 

成 

23 

年 

度 

月 

別 

内 

訳 

 

   ４ 月 

人 

５３１ 

人 

４８４ 

人 

４７ 

件 

８ 

冊 

１１ 

枚 

７５ 

   ５ 月 ５８３ ５０５ ７８ １１ １０６ ２０２ 

   ６ 月 ７００ ６１２ ８８ ３１ ２９ １６７ 

   ７ 月 ８６０ ７８０ ８０ ２２ ４５ １８３ 

   ８ 月 ９３０ ８３１ ９９ ３４ １６２ １９３ 

   ９ 月 ５６１ ４９３ ６８ ２５ １５４ ８２ 

 １０ 月 ５９１ ５３１ ６０ １３ ８３ １６３ 

 １１ 月 ４７３ ３９２ ８１ ２２ ８９ ２７１ 

 １２ 月 ４７４ ４３２ ４１ ８ １０３ ９２ 

   １ 月 ３６３ ３０６ ５７ １４ ６９ ８９ 

   ２ 月 ６２６ ５１１ １１５ １６ １６０ １９９ 

   ３ 月 ７１１ ６１０ １０１ ２３ ７０ １２４ 

 

 

（２）県職員の利用 

年 度 利用者数（人） 資料閲覧・貸出（冊） 

平成２１年度 １，１３２ ２，３３９ 

平成２２年度 ９２４ １，９９５ 

平成２３年度 ７８８ ２，２３９ 

 

 

４ 普及・啓発 
 
（１）常設展 

展示コーナーにおいて、県政１４０年を紹介する「鳥取県のあゆみ」を常設展示した。また、常設部

分を部分的に入れ替えた小企画展を実施した。 

 

〈小企画展〉 

テーマ 「在りし日の鳥取」 

会 期 平成２３年４月１８日（月）～６月１６日（木） 

入館者  １，１３０人 

 

〈小企画展〉 

テーマ 「加嶋さんが残したカラーの鳥取」 

会 期 平成２３年８月９日（火）～１１月９日（水） 

入館者  １，９０５人 

 

〈小企画展〉 

テーマ 「歴代の鳥取県知事」 

会 期 平成２３年１１月１０日（木）～平成２４年２月１６日（木） 

入館者  １，３７２人 
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（２）企画展 

〈企画展〉 

テーマ 企画展「アーカイブズの世界 －災害を越える－」 

概 要 ４度目となる今回は、「災害を越える」と題し、鳥取大震災や鳥取大火の記録、鳥取県西

部地震から救済された歴史資料、この度の東日本大震災の被災状況と資料の救済、の３つ

の観点から、歴史資料を残すことの意義について紹介した。 

会 期 平成２３年６月１８日（土）～８月７日（日） 

入館者 １，４５５人 

 

〈新収蔵品展〉 

テーマ 「神社絵図の世界」 

概 要 県内個人の方から寄贈された鳥取県内の神社５４社の「彩色絵図」のうち、３５社を選ん

で紹介した。 

会 期 平成２４年２月１８日（土）～３月１８日（日） 

入館者 ９９５人 
 

（３）こちら「夏休み自由研究」協力隊（第４回） 

   夏季休業中の自由研究で「鳥取県政の歴史」を研究してみようと考えている小学生、中学生を対象に、

館蔵資料を提供・指導助言を行って作品作りを行わせた。 
    期 間 平成２３年７月３０日（土）～３１日（日） 

    参加者 ６名 

 

（４）『鳥取県立公文書館研究紀要』第７号の刊行 

   ２年間の研究成果をまとめた今号は、たたら製鉄に関する講演録や近藤家文書の紹介、昨年成立した「公

文書管理法」に関する討論会など計６本の原稿を収載した。 

    内 容 （１）条例施行で、公文書の扱いはどう変わるのか？（討論会議録） 

（２）公文書管理条例の成立と評価選別基準の見直し（西村芳将・職員） 

（３）近藤家文書「一時預かり」の事情―鳥取県西部地震の頃を回想する― 

            （伊藤 康・職員） 

（４）大地の恵みを活用する人間の営み―日野地方のたたら製鉄を素材として― 

            （葛西大和・元山形大学教授） 

         （５）谷中山のたたら遺構と操業体験（池本 榮・山上まちづくり協議会員） 

（６）明治４０年代初頭における近藤家の鉄山経営 ―「鉄山経営覚書」を読む― 

（山内美緒・職員） 

体 裁 Ａ５判 １０３ページ 

価 格 ５００円（消費税込） 

    

５ 市町村公文書の保存支援 
 

市町村公文書研修会への講師派遣 

市町村が実施する公文書等の適切な保存と管理に関する研修協力支援の一環として、講師を派遣した。 

日 時 平成２３年６月３日（金） 

場 所 湯梨浜町役場 

内 容 「公文書における歴史的文書の選別について」 

講 師  公文書担当 副主幹 西村芳将 
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６ 公文書等資料保存研究会の開催 
 

独立行政法人国立公文書館との共催により、「公文書等の管理に関する法律」の施行準備やその後の取

組状況、克服すべき課題等について報告（基調講演）をいただくとともに、条例の施行をどう受け止めて

いくかを市町村職員、県職員及び公文書館（図書館、博物館等の資料保存機関を含む）の職員を対象に開

催した。 

日 時 平成２３年１２月１３日（火） 

場 所 県立図書館大研修室 

内 容 講 演「公文書管理法施行に伴う国の取組状況と課題」 

（独立行政法人国立公文書館総務課調整専門官 安藤 繁氏） 

討論会「条例施行で、公文書の扱いはどう変わるのか？」  

進行役  足田  晃 （公文書館・館長） 

討論者  安藤  繁 （国立公文書館・調整専門官）  

          山脇 幸人（倉吉市・市立図書館副館長） 

池上 祥子（総務課・課長補佐）  

           前田 信彦（政策法務課・主幹）              

          西村 芳将（公文書館・副主幹） 

   参加者 ７７人 

 

７ 展示会開催実績 

 

年度 期    間 名  称 テ ー マ 開催場所 

2 

平成 2年 
開 館 記 念 特 別 展 公文書に見る明治 公文書館 

10月 1日～10月 31日 
平成 3年 

行 政 資 料 展 鳥取県の国際交流 〃 
2月 18日～ 3月 15日 

3 

平成 3年 
県史編纂収集資料展 最後の藩主・池田慶徳の書状 〃 

6月 11日～ 7月 10日 
平成 3年 

開館１周年記念展 敗戦直後の公文書 〃 
10月 1日～10月 31日 

平成 4年 
行 政 資 料 展 鳥取県のポート 〃 

2月 18日～ 3月 19日 

4 

平成 4年 
県史編纂収集資料展 

「鳥府志」の挿絵展（Ⅰ） 

在りし日の鳥取城と郭内 
   〃 

6月 9日～ 7月 8日 
平成 4年 

行 政 資 料 展 鳥取県のダム     〃 
10月 6日～11月 5日 

平成 5年 
公 文 書 展 鳥取大地震の公文書記録 〃 

2月 8日～ 3月 5日 

5 

平成 5年 
県史編纂収集資料展 

「鳥府志」の挿絵展（Ⅱ） 

在りし日の城下町鳥取と外山下 
〃 

10月 13日～11月 5日 
平成 6年 

公 文 書 展 
島根県時代の鳥取 

－鳥取県再置運動をめぐって－ 
〃 

2月 22日～ 3月 18日 

6 

平成 6年 
県史編纂収集資料展 

「鳥府志」の挿絵展（Ⅲ） 

在りし日の城下町鳥取と町端 
   〃 

6月 6日～ 7月 1日 
平成 6年 

行 政 資 料 展 暮らしに役立つ統計資料 〃 
8月 30日～ 9月 12日 

平成 6年 臨時展 
都市景観の形成 〃 

10月 11日～10月 28日 「鳥府志」挿絵展 

平成 7年 
公 文 書 展 明治期鳥取県の町村合併 〃 

3月 7日～ 3月 24日 
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年度 期    間 名  称 テ ー マ 開催場所 

7 

平成 7年 
開館５周年記念展 

公文書に見る1945－1954 

－鳥取県の戦後改革－ 
公文書館 

10月 1日～10月 22日 

平成 8年 
公 文 書 展 公文書に見る近代鳥取県の災害 〃 

3月 4日～ 3月 22日 

８ 

平成 8年 
県史編纂収集資料展 中津尾家に見る近世の大山領 〃 

8月 12日～ 9月 12日 

平成 9年 
公 文 書 展 鳥取士族の福島県移住 〃 

2月 18日～ 3月 19日 

9 

平成 9年 
県史編纂収集資料展 門脇家資料に見る大庄屋の活動 〃 

8月 11日～ 9月 12日 
平成 10年 

公 文 書 展 鳥取県人の北海道移住 〃 
2月 17日～ 3月 20日 

10 

平成 10年 
臨時展  公文書展 鳥取県人の北海道移住（Ⅱ） 〃 

10月 15日～10月 30日 
平成 11年 

公 文 書 展 鳥取県 明治期の初等教育 〃 
3月 6日～ 3月 26日 

11 

平成 11年 
公 文 書 展 鳥取県 明治の小学校 倉吉博物館 

6月 19日～ 7月 11日 
平成 11年 

臨時展  公文書展 明治の鳥取県 米子ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝｾﾝﾀｰ 
9月 12日～ 9月 18日 

平成 12年 
公 文 書 展 鳥取県 明治の小学校 米子市立図書館 

3月 4日～ 3月 19日 

12 

平成 12年 

開館１０周年記念 

特 別 展 
２０世紀の鳥取県 

公文書館 
8月 5日～ 8月 27日 

平成 12年 
倉吉博物館 

12月 5日～12月 24日 
平成 13年 

米子市立図書館 
2月 24日～ 3月 11日 

13 

平成 13年 

公 文 書 展 鳥取県大正・昭和初期の小学校 

公文書館 
12月 8日～12月 27日 

平成 14年  大栄町歴史 

文化学習館 2月 23日～ 3月 10日 

平成 14年 日南町総合 

文化センター 3月 16日～ 3月 27日 

14 

平成 14年 
公 文 書 展 城下町鳥取 －歴史の散歩道－ 公文書館 

10月 26日～11月 24日 

平成 15年 

公 文 書 展 文書が語る 鳥取県の歩み 

倉吉博物館 
3月 8日～ 3月 23日 

平成 15年 
山陰歴史館 

2月 15日～ 3月 5日 

15 

平成 16年 

1月 10日～ 1月 29日 

公 文 書 展 
近代鳥取県の産業振興 

－ 米・生糸・牛・鉄 － 

倉吉博物館 

平成 16年 

2月 3日～ 3月 2日 
公文書館 

平成 16年 
米子市立図書館 

3月 6日～ 3月 18日 

16 
平成 16年  平成 17年 

公 文 書 展 鳥取県の国民学校 公文書館 
12月 4日～ 1月 9日 
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年度 期    間 名  称 テ ー マ 開催場所 

16 
平成 17年 

公 文 書 展 鳥取県の国民学校 山陰歴史館 
1月 14日～ 2月 14日 

17 

平成 17年 

公 文 書 展 鳥取県のたたら 

公文書館 
10月 8日～11月 6日 

平成 17年 
日南町美術館 

11月 12日～12月 18日 

18 

平成 18年 

公 文 書 展 
鳥取県の生活綴方教育 

－峰地光重と後進たち－ 

倉吉博物館 
8月 30日～ 9月 26日 

平成 18年 
公文書館 

10月 7日～11月 12日 

19 

平成 19年 
企 画 展 

公文書館所蔵資料による 

「昭和の鳥取県」 
〃 

5月 15日～ 7月 1日 

平成 19年 

公 文 書 展 
鳥取県の漁業 

－公文書館所蔵漁場図を中心に－ 

〃 
10月 13日～11月 11日 

平成 19年 
海とくらしの史料館 

11月 17日～12月 16日 

20 

平成 20年 
企 画 展 

アーカイブズの世界 

－公文書館の仕事と資料の修復－ 
公文書館 

6月 12日～ 7月 31日 

平成 20年 

特 別 展 澤田廉三と美喜の時代 

〃 
10月 17日～11月 23日 

平成 20年 岩美町 

中央公民館 11月 29日～12月 21日 

21 

平成 21年 
企 画 展 

アーカイブズの世界  

－残すということ－ 
公文書館 

6月 3日～ 7月 31日 

平成 21年 

企 画 展 レンズがとらえたあの頃の鳥取県 

 〃 
10月 17日～11月 22日 

平成 21年 

11月 28日～12月 20日 
倉吉博物館 

22 

平成 22年 
企 画 展 

アーカイブズの世界 

―紙とデジタルの共存― 
公文書館 

6月 19日～ 8月 1日 
平成 22年 開 館 2 0 周 年 

記 念 特 別 展 

広報写真に見る鳥取県 

―戦後からわかとり国体まで― 
〃 

11月 6日～12月 19日 
平成 23年 

1月 14日～4月 17日 
小 企 画 展 絵葉書にみる鳥取県 〃 

23 

平成 23年 

4月 18日～6月 16日 
小 企 画 展 在りし日の鳥取 〃 

平成 23年 

6月 18日～8月 7日 
企 画 展 アーカイブズの世界－災害を越える 〃 

平成 23年 

8月 9日～11月 9日 
小 企 画 展 加嶋さんが残したカラーの鳥取 〃 

平成 23年  平成 24年 

11月 10日～2月 16日 
小 企 画 展 歴 代 の 鳥 取 県 知 事 〃 

平成 24年 

2月 18日～3月 18日 
新 収 蔵 品 展 神 社 絵 図 の 世 界 〃 
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〔県史編さん室〕 
 

１ 新鳥取県史編さん委員会等の運営 
「新鳥取県史編さん事業」の編さん方針等を審議するため、編さん委員及び各専門部会委員を委嘱し、会

議を開催した。 

 

（１） 委員名簿 

平成２３年度 新鳥取県史編さん委員 

  氏名 現職 

1 髙田 健一 鳥取大学准教授 

2 錦織 勤        鳥取大学教授                       

3 池内 敏        名古屋大学教授       

4 岸本 覚        鳥取大学准教授                     

5 小山 富見男 鳥取敬愛高校教頭 

6 坂田 友宏      伯耆文化研究会会長                 

7 
門前 浩司（～12月） 

河原 正彦（2～3月） 
県総務部長 

8 福本 慎一 県教育委員会次長            

   

平成２３年度 新鳥取県史編さん専門部会 

  氏名 現職 

(考古部会） 

1 髙田 健一 鳥取大学地域学部准教授 

2 根鈴 智津子 倉吉市教育委員会文化財課文化財係長 

3 下高 瑞哉 米子市教育委員会文化課係長 

4 松井 潔 財団法人鳥取県教育文化財団発掘調査室長 

5 中原 斉 県教育委員会文化財課歴史遺産室長 

(中世部会） 

1 錦織 勤        鳥取大学地域学部教授                       

2 日置 粂左ヱ門  元鳥取県史編さん室常勤専門委員     

3 秋山 伸隆 県立広島大学人間文化学部教授 

4 倉恒 康一 
観光政策課主事（兵庫県・山陰海岸ジオパーク推進

協議会事務局派遣） 

5 石田 敏紀 県立博物館主幹学芸員 

(近世部会） 

1 池内 敏        名古屋大学文学部教授       

2 谷口 啓子 元県立公文書館非常勤専門員 

3 山藤 良治 米子工業高等専門学校教授 

4 山脇 幸人  倉吉市立図書館副館長 

5 渡邉 仁美 県立図書館郷土資料課主任学芸員 

6 来見田 博基 県立博物館主任学芸員 

(近代部会） 

1 岸本 覚        鳥取大学地域学部准教授                     

2 田村 達也 元県立公文書館専門員 
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  氏名 現職 

3 奥村 寧子 鳥取市歴史博物館学芸員 

(現代部会） 

1 小山 富見男 鳥取敬愛高等学校教頭 

2 喜多村 理子 鳥取短期大学非常勤講師 

3 佐々木 孝文 鳥取市教育委員会事務局文化財課係長 

4 石田 敏紀 県立博物館主幹学芸員 

5 西村 芳将 県立公文書館副主幹 

(民俗部会） 

1 坂田 友宏      伯耆文化研究会会長                 

2 靍 理恵子 吉備国際大学社会学部准教授 

3 喜多村 正 元島根大学法文学部教授 

4 喜多村 理子 鳥取短期大学非常勤講師 

5 福代 宏 県立博物館主任学芸員 

6 原島 知子 県教育委員会文化財課文化財主事 

 

（２）会議 

  平成２３年 ６月１３日 第１回民俗部会（於：公文書館） 

        ６月３０日 第１回考古部会（於：公文書館） 

        ７月 ５日 第１回現代部会（於：公文書館） 

        ７月 ８日 第１回編さん委員会（於：公文書館） 

        ７月２１日 近世部会資料編掲載資料検討会（於：公文書館） 

        ７月２２日 第１回近世部会（於：公文書館） 

        ８月２９日 民俗部会民俗編目次構成検討委員会（於：日野町） 

        ９月 ２日 第１回古代中世部会（於：公文書館） 

       １０月 ６日 第２回考古部会（於：公文書館） 

       １０月 ７日 第２回近世部会（於：公文書館） 

１０月１７日 第１回近代部会・第２回現代部会合同部会（於：公文書館） 

       １１月１７日 第２回編さん委員会（於：公文書館） 

    平成２４年  ２月１７日 民俗部会民具編目次構成検討会（於：公文書館） 

 ３月 ８日 第２回古代中世部会（於：公文書館） 

 ３月１４日 第２回民俗部会（於：公文書館） 

              民俗部会中間報告会（於：公文書館） 

         

２ 各専門部会の活動 

 

１ 考古部会 

（１）遺物再整理 

・8遺跡494点の遺物を実測。 

（２）古墳測量 

・馬ノ山 4 号墳（湯梨浜町橋津、全長 88ｍの前方後円墳）・北山古墳（同町野花、全長 110ｍの前方後

円墳）・向山6号墳（倉吉市巌城、全長40ｍの前方後円墳）の墳丘の3次元測量を業者委託で実施。 

（３）古郡家1号墳・六部山3号墳調査報告書の作成 

  ・原稿執筆及び出土遺物の写真撮影を行った。 
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２ 古代中世部会 

（１）県外史料調査 

  ・県外に所在する鳥取関係中世史料の原本調査を実施。史料１点ごとに撮影、調査カード作成。 

・東日本および関西を中心に 30 ヵ所を調査（北海道・秋田・山形・宮城・新潟・茨城・東京・京都・

兵庫・岡山・島根・山口各都道府県内の所蔵機関・寺社・個人宅）。 

（２）鳥取県関係古代中世史料翻刻文校訂事業 

  ・資料編に掲載する活字原稿を文書写真・影写本と照合して校訂。 

・調査委員3名で実施。3年計画の 2年目。計800点を対象に実施。 

（３）鳥取県関係古代中世史料調査抽出事業 

  ・都道府県史等の既刊史料集から鳥取県に関係する古代中世史料を抽出。 

  ・調査委員8名で実施。3年計画の3年目。予定総冊数 840冊の抽出を完了。 

 

３ 近世部会 

（１）史料調査 

  ・資料編「東伯耆」収録候補資料の検討会（1回） 

  ・資料編「西伯耆」のための調査（県立博物館、2回） 

（２）資料編「東伯耆」掲載資料の校訂、解題執筆、刊行 

  ・収録資料13件、約1000頁分 

（３）県史ブックレット10『鳥取藩の参勤交代』の刊行 

（４）「家老日記（控帳）」の解読 

  ・県史編さん協力員と共に実施。今年度22冊（3月末現在）を解読。 

   （全250冊の内、総計181冊解読完了、53冊解読中） 

 

４ 近代部会 

（１）資料編「鳥取県史料2・3」の校訂、解題作成、刊行 

  ・明治14～18年分（計22巻）を収録 

（２）資料調査 

・智頭町誌編さん室所蔵資料調査（旧那岐村・山形村役場文書等、近代・現代合同） 

※現地調査・撮影は平成22年度中に終了。件名目録を作成中。 

・湯梨浜町宇野地区公民館所蔵資料調査（旧宇野村役場文書、近代・現代合同）計４回 

・琴浦町逢束自治公民館所蔵資料調査（近代・現代合同） 

・国立公文書館所蔵「鳥取県史料」原本調査 

 

５ 現代部会 

（１）資料調査 

・智頭町誌編さん室所蔵資料調査（旧那岐村・山形村役場文書等、近代・現代合同） 

・湯梨浜町宇野地区公民館所蔵資料調査（旧宇野村役場文書、近代・現代合同）計４回 

・琴浦町逢束自治公民館所蔵資料調査（近代・現代合同） 

・国立公文書館所蔵「鳥取県史料」原本調査（近代・現代合同） 

・知事経験者の聞き取りにかかる資料調査 

（２）報告書「日露戦争時、鳥取県域に漂着したロシア兵」執筆にかかる調査、刊行 

・県内の関係者からの聞き取り調査 

・国立国会図書館、外交資料館等関係機関の資料調査 
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６ 民俗部会 

（１）民俗調査 

・地域民俗調査（県西部山間部）、テーマ別民俗調査（7テーマ）を実施した。（延べ111日間） 

（２）民具調査 

・日南町立郷土資料館の所蔵民具調査を実施した。 

 

３ 刊行物 

（１）県史ブックレット（A5判、各 500円） 

  刊行 

  ・第10巻『鳥取藩の参勤交代』（H24.1.10刊行、118頁、1,500部印刷） 

  頒布 

  ・今井書店（県内7ヵ所）、東京アンテナショップ、琴浦町日韓友好資料館・韓国物産館（第5巻のみ）、

国立ハンセン病資料館（第2巻のみ）に加えて鳥取県立博物館、鳥取市歴史博物館での頒布開始 

（２）資料編（A5判、各5000円） 

  ・『新鳥取県史 資料編 近世１ 東伯耆』（H24.3.31刊行、936頁、600部印刷） 

  ・『新鳥取県史 資料編 近代２ 鳥取県史料２』（H24.3.31刊行、835頁、600部印刷） 

  ・『新鳥取県史 資料編 近代３ 鳥取県史料３』（H24.3.31刊行、1169頁、600部印刷） 

（３）その他 

  ・調査報告書『日露戦争時、鳥取県に漂着したロシア兵』（H23.9.9刊行、58頁、440部印刷、県内の学

校、県内外の関係機関・図書館等に無償頒布、概要版を当館ホームページに掲載） 

   

４ 普及事業 

（１）県史ブックレット 巡回講座 

期 日 会  場 講座名（担当者）・テーマ 参加数 

5/14(土) 国府町中央公民館 
ブックレット８「古代因幡の豪族と采女」 

（石田敏紀 鳥取県立博物館主幹学芸員） 
56 

3/18(日) 鳥取県立博物館 
ブックレット１０「鳥取藩の参勤交代」 

（来見田博基 鳥取県立博物館主任学芸員） 
92 

 
（２）出前講座・依頼講演 

期 日 会  場 講座名（担当者）・テーマ 参加数 

4/9(土) 名古屋市女性会館 東海県人会「鳥取藩における荒尾家」（坂本） 60 

5/11(水) 

6/8(水) 

10/28（金） 

日南町総合文化センター 

日南町の郷土資料をみんなで考える 

ワークショップ 

「天保田畑地続全図を読む」（坂本） 

「新鳥取県史編さん事業と民具調査 

～日南町での取り組みについて～」（樫村） 

「日南町関係の古文書を読む 

－鳥取藩家老日記－」（坂本） 

各30 
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6/4(土) 夢みなとタワー 

ＮＰＯ法人未来守りネットワーク 

第７回アマモ・コアマモ勉強会（樫村） 

テーマ：「里海としての中海と藻葉を利用し

た伝統的な暮らし」 

20 

6/8(水) 鳥取環境大学 
「鳥取学」講師（岡村） 

テーマ：「戦国時代の鳥取」 
150 

8/12(金) むきばんだ史跡公園 

ラムサール条約リレーシンポ「古代・ちょっ

と昔・今の中海を感じよう」（樫村） 

テーマ：「ちょっと昔の中海のエコ生活」 

30 

9/9(金) 倉吉市小鴨地区公民館 
おがもふるさと講座（岡村） 

テーマ：「小鴨氏の時代－基保・之基・元清」 
30 

10/8(土) 
龍谷大学梅田キャンパス（大

阪） 

鳥取県・龍谷大学連携講座（岡村） 

テーマ：「名和長年と後醍醐天皇」 
30 

10/29(土) 吉野ヶ里歴史公園（佐賀） 

吉野ヶ里歴史公園特別企画展記念フォーラム

（湯村） 

テーマ：「よみがえる邪馬台国―吉野ヶ里と出

雲王国」 

約80 

11/26(土) 
学習院生涯学習センター（東

京） 

学習院生涯学習講座（湯村）  

テーマ：「海を舞台とした山陰の弥生時代交流」 
40 

12/15(木) 

・16(金) 

鳥取県関西本部交流室（大

阪） 

「鳥取学」出前講座（岡村）  

テーマ：「織田vs毛利―鳥取をめぐる攻防―」 
70 

12/21(水) 鳥取市高齢者福祉センター 
郷土の歴史を楽しむ会（岡村）  

テーマ：「名和長年について」 
30 

 

（３）県史だよりの発行 

・記事内容 歴史・民俗に関する小記事など 

・発行形態 ホームページ版と紙版（A4判 4ページ、県内図書館などへ配布） 

・発行頻度 月１回 

 

（４）ホームページの更新 

・記事内容 ①巡回講座、ブックレット刊行の案内など（随時更新） 

 ②史料調査のレポートなど（最近の活動から）（随時更新） 

 ③県史だより（月1回更新） 

・更新頻度 平成 23年度 月平均 4.4回 
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５ 県史編さん協力員 

（１）古文書解読 

・近世は「家老日記」、近代は「鳥取県史料」を解読し、パソコン入力したデータを提出。 

・３地区ごとに毎月月例会を開催 

東部 第1土曜日午前 県立博物館      協力員37名 

中部 第1日曜日午前 倉吉歴史民俗資料館  協力員 8名 

西部 第1日曜日午後 米子市旧庁舎     協力員14名 

 

（２）民具調査 

  ・日南町立郷土資料館の収蔵民具の写真撮影及び名称・法量等のパソコン入力を行う。 

 ・計11日調査を実施した（協力員１名）。 



 

 

 

 

 

 開 館 時 間 

 

●月～金曜日 9:00～17:00 

 

 

 

●日曜日、土曜日 

●国民の祝日及び振替休日 

●年末年始（12 月 29 日～1 月 3日） 

●展示コーナーについては、年末年始 

及び月末に当たる場合を除き、日曜日、

土曜日も入館できます。 
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